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令和７年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市亀田清掃センター附属休憩所及び運動公園

きらめき・日建緑地共同企業体 令和3年4月1日 令和8年3月31日

循環社会推進課

新潟市江南区亀田1835番地1

地方自治法第244条の2第3項

新潟市廃棄物処理施設附属施設条例

施 設 概 要

●休憩所(敷地面積　2,200㎡)
　施設規模
　　構　造　　　鉄筋コンクリート造平屋建
　　延床面積　　808㎡
　　建築面積　　868㎡
　　施設内容　　・休憩所(85畳)
　　　　　　　　・多目的ホール(85㎡)
　　　　　　　　・浴場(ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｽ機能)×2
　　　　　　　　・更衣室×2   ・ロビー
　　　　　　　　・ﾄﾞﾘﾝｸｺｰﾅｰ  ・事務室
　　　　　　　　・駐車場60台

●運動広場(敷地面積　27,100㎡)
　施設規模　　　(一面)11,403㎡
　　　施設内容　　・運動広場
　　　　　　　　　　(軟式野球場とｻｯｶｰ場兼用)
　　　　　　　　　・芝生広場　　・用具室
　　　　　　　　　・ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ(1周約450m)
　　　　　　　　　・トイレ　　・遊具
　　　　　　　　　・駐車場20台
　　　　　　　　　　(一般廃棄物処理場用地)
　
　※令和7年7月8日　廃止

施 設 設 置 目 的

　ごみ焼却場の余熱を利用した入浴設備を備えた休憩所(田舟の里)と遊具や野球場とサッカー場を兼用できる運動広場を
備えた運動公園で地域住民のレクリエーション施設として健康増進と憩いの場を提供することを目的として設置

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

①　施設の設置目的を理解し、魅力ある施設運営を目指すための運営方針及びサービス提供、地域経済への貢献、
　効率的な考え方、そのほかこの業務に関わる独自のアイディアを有すること。
②　公の施設の管理運営を安全かつ継続して行える能力及び財務体質を有すること。
③　個人情報を保護するための管理体制を整えること。
④　業務に見合った管理体制で職員の資質向上のための定期的な研修等ができる体制を整えること。
⑤　施設の現状を踏まえ、継続的な維持管理を行い施設内の衛生管理及び浴室等のレジオネラ属菌対策等を適切に
　行うこと。
⑥　施設の設置目的を踏まえ、施設全体の利用促進とサービス向上の工夫、特に多目的ホール等の利用率増加に向けた
　取り組みをすること。
⑦　遊具等付帯設備・備品類の安全点検及び緊急時に備えた各種訓練を定期的に行い、そのほか災害・事故等の
　予防策を考え、緊急時に対応する体制を整えること。
⑧　利用者の声に的確に応えるなど施設の信用性向上に取り組むこと。
⑨　事業計画に沿った内容で経費を算定すること。
⑩　経費の削減に取り組み、市が支払う管理費用を抑える事業計画となっていること。
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評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

市 民

広報の充実
ホームページの充実と広
報誌(市報等官報)・HP掲
載を月1回以上

月1回以上の更新を行い、イベ
ント情報等を市報等で周知し
た。例：コンサートなど。

イベント情報等を毎月ホーム
ページに掲載し周知をしてい
た。

目標利用者数の達成
附属休憩所の年間利用者
数45,795人以上

47,019人
3年連続で目標利用者数を達
成。

多目的ホール稼働達成
年間利用時間数が365時
間以上

188時間

目標時間は達成されなかった
が、新規イベント開催等の効
果により多目的ホール利用者
数は毎年増加傾向。

個人情報の保護
管理体制が整っている
か。

エリアマネージャー、館長を
中心として管理体制を整えて
いる。

利用者からの要望や苦
情に対する対応

苦情・要望には３営業日
以内に回答
アンケート回収を実施
年間250枚以上

263人よりアンケートを回
答してもらい、適切に施設
運営へ反映している。
個別の質問等にも回答を館内
へ掲示している。

B

利用者から寄せられた意見に
対し迅速に対応し、回答を館
内に掲示していた。また、ア
ンケートの回収目標も達成。

利用促進とサービス向
上

自主事業100回以上
新規の健康教室などを含
め103回開催。

定期講座である健康運動教室
等に加え新規イベントの開催
により目標回数を達成。

市の歳入の増加
使用料収入が9,159千円
以上

8,010,240円

目標とする使用料収入の達成
ができなかった原因として、
料金改定に伴い当日券の収入
は増加したものの、回数券の
販売数が昨年度比約65％、販
売収入は約78％と大きく減少
したことが要因と考える。

業 務

施設の維持管理及び衛
生管理

レジオネラ属菌対策対応
を月1回
グラウンドは、常に使用
可能な状態を維持する。

配管洗浄作業を適切に行っ
た。毎月、屋外点検時にグ
ラウンド状況を確認した。

レジオネラ属菌対策として循
環ろ過配管清掃・消毒作業等
を月1回以上実施していた。ま
た、毎月グラウンド状況の確
認や施設の屋外も含め施設の
巡回・点検を毎日実施してい
た。

災害・事故等の予防及
び緊急時対応

遊具等付帯設備の点検を
月1回以上、及び各種訓
練年1回以上を行う。

毎月1回以上の点検を実
施。避難訓練2回、AED研修
2回実施した。

専門業者による遊具点検の
他、自主点検も毎月実施。ま
た、職員に対し各種研修を実
施していた。

事件・事故発生時の対
応の適切さ

事故が生じた場合速やか
に対応する。

救急搬送の必要な案件にお
いて、迅速な対応を行っ
た。その後市への報告も速
やかに行った。

救急搬送事案に対し、適切に
対応しており、その後の市へ
の報告も迅速に実施。

人 材

配置人員のスキル習熟 定期的な研修等を行う。
マナー研修、災害時対応に
ついての研修を実施した。

各種研修の成果がアンケート
結果における接遇面等の高評
価に繫がっているものと考え
る。

配置人員の労働条件 労働関係法を遵守する。

所管課による総合評価（所見）

附属運動公園の廃止に伴い利用者の減少が想定される中、新規イベントの開催や定期講座である健康運動教室を中心とした自主
事業を予定回数以上実施することで利用者数は目標を達成しましたが、料金改定の影響を受け使用料収入は減少となりました。引
き続き施設の特性を活用した教室・イベント企画を通じ更なる集客と収入の回復に期待します。また、高齢者の利用が多い施設であ
るため事故発生時に適切な対応が求められることから、緊急時に備えた各種訓練を定期的に行い、職員の資質向上のための研修
等にも重点を置いて引き続き利用者満足度の向上を図ってもらいたい。

遵守している。

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

屋外施設が閉鎖されたため、館内で実施可能なイベントを充実させてきました。継続して実施してきた健康体操は各回満員になるな
ど、認知され人気の講座となりました。またロビーコンサートも施設の特性にマッチしており継続して実施していきます。

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない
※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価

コメ
ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れてい

な
ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない
※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメント」欄に明記
してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていなければ「A評価」とはなりません
ので、ご注意ください。）


